
 

 

 

 

 

 

 

検証期間は最長２年間です。本格運行へ移行するためには、半年を１期とし、２期連続

して平均収支率２４％を達成することが条件となります。また、本格運行移行後も、平均

収支率が２４％以上であることが必要です（下表参照）。 

 

【表 検証期間と本格運行の条件】 

 

項 目 内 容 

検証期間 

・ 検証期間は、最長２年間とします。但し、地域住民で構成する検討会の

中で、継続の意思が認められない場合は、２年以内でも検証期間を終了

します。 

・ 毎月の利用実績を基に、半年毎に平均収支率の検証を行います。 

・ ２期連続して平均収支率が２４％を達成すれば、本格運行に移行します。 

・ 平均収支率２４％を２期連続して達成できなかった場合は、運行計画の

見直しやワンボックス車両での運行を再度検討します。 

区ホームページより抜粋 
 

本格運行 

・ 本格運行中も、半年ごとに収支率の検証を行います。 

・ 収支率が２年間連続して２４％未満の場合は、バスの運行計画を再度見

直します。 
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